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1 はじめに

近年，いつでもパソコンを使える状況を作るために

PDA（Personal Digital Assistant）を持ち歩いている人
が増加している．従来のPDAは,電話帳やスケジュール
を閲覧するだけの単体で使うことが多かった．しかし，

現在では PHSカードを差すだけで，インターネットに
接続することができる．そのため，会社や自宅のパソコ

ンで受信したメール，PIM　1情報,をPDAに転送して
外出先で確認することができる．しかも，無線通信技術

の進歩によって，無線 LANや Bluetoothを搭載した製
品も登場している．今回の発表では通信技術およびハー

ドウエア技術の進歩により発展する PDAの現状，今後
の動向を述べる．

2 PDA

PDAとは，スケジュールや住所録などの個人情報をデ
ジタルで統括し，通信機能を備えた携帯情報端末のこと

である．一昔前の PDAは住所登録などの限られた機能
しかなかった．しかし，OSの開発が進み，操作性が向上
し，スケジュール管理や電子辞書などのアプリケーショ

ンが豊富に用意された．現在では，AirH”などの PHS
カードによるインターネット接続により，インターネッ

ト，電子メールや，ファックス送信などのサービスを利

用することができる．また，最近では，Bluetoothや無
線 LANの搭載され，MP3再生機能やデジタルカメラ機
能が搭載されている製品が発売されている．そのため，

ビジネスユーザのみだけではなく，幅広いユーザに普及

している．

3 PDAのOS

現在のPDAのOSは，Pocket PC，Palm，Zaurus OS
の 3種類に代表される．以下，各 OSについて述べる．

3.1 Pocket PC（Windows CE）

Pocket PCとは，Microsoft社がWindows CEの技術
をベースに開発したOSである．このOSの特徴はMi-
crosoft社が製作しているということもあり，Windowsを
搭載したPCのExcelやWord等のアプリケーションとの

1Personal Information Manager．住所録やカレンダー，スケジ
ュールなど個人の情報

互換性に優れている．最近では，Pocket PC 2002とWin-
dows CE.NET4.1が主流となっている．このWindows
CE.NET4.1はWeb閲覧の速度が以前のバージョンであ
るWindows CE.NET4.0より 15％早くなり，Windows
Media Playerの実行速度も 20％早くなった．そして，
現在Windows CE.NET4.2が開発中である．Windows
CE.NET4.2では，Windows Media 9 Seriesと Internet
Explorer（6.0）を採用し，Webテレビ放送の閲覧が可
能になる．そのほかにも，Windows Media 9では，IP
ネットワーク経由で同じ品質の映像をMPEG-2の 3分
の 1，MPEG-4の半分のビットレートで送ることができ
るようになるという．

3.2 Palm

Palm Computing社が製作したものであり，特徴はア
プリケーションの動作速度に優れていることと，ユーザ

がインターネットから自分の好きなアプリケーションな

どをダウンロードし，カスタマイズが自在にできるとい

うことがあげられる．また，対応ソフトが多く，操作も

シンプルであり，入門・ビジネス用に最適とされている．

これからの動向として，他のOS対応のアプリケーショ
ンとの互換性を持たせる．そして，無線通信が頻繁に行

われるようになるため，ネットワークセキュリティの強

化に重点を置いている．

3.3 Zaurus OS

シャープ独自の規格で日本製ということもあり日本語

入力が快適に行え，キーボード内臓タイプなど幅広い

ラインナップがある．Zaurusは Linuxを搭載すること
で自由度を広げるといった動きがある．Linuxがオープ
ンソースという利点を使い，ユーザが自由にカスタマイ

ズすることができるという特徴があるのだが，中級から

上級者向けのOSのため初心者が扱うには少し抵抗があ
ると考えられる．しかし，今までは独自のOSを搭載し
ていたため，他の端末との互換性に問題があり，その点

が改善されたということでこれからの Zaurus OS搭載
PDAの動向は変わってくると思われる．

3.4 OS別動向

2002年は，PocketPC搭載製品の増加によりWindows
CE系のOS製品が出荷全体の 49.0％を占めた．この結
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果，2001年に 1位を譲った Palm OSから首位を奪回し
ている．2001年と 2002年の搭載OS別の出荷台数シェア
を表したものをFig. 1に示す．シャープが2002年夏から
主力製品の Zaurus OSを Linuxに切り替えたことから，
2002年に大きくシェアを下げている．Linuxに切り替
えた始めはシェアを大きく落としたが，去年の後半には

Linux搭載製品を増やしたため少しずつシェアを戻して
きている．今後の予測として，2003年にDellコンピュー
タが日本で PDAを販売を始めることで，PocketPC搭
載の低価格モデルが投入されることにより，買い換える

ユーザが増えると考えられている．以上より 2003年，
日本の PDA・ハンドヘルド市場出荷台数で 6.3％の成
長を予測されている．?)

Fig. 1 2001年，2002年の各 PDA OSのシェア

4 今後出現されると予想されるハードウエア

今までに，PDAに搭載されているハードウエアとし
て，MP3再生機能，デジタルカメラなどがある．今後
予想される，PDAに搭載されるハードウエアとしては，
更なる最新 AV機器の追加が予想される．その中には，
DVDレコーダ，MPEG-4カメラなどがあげられる．
また，PDAの新たな種類として腕時計型 PDAや，ワ

イアレス・データシンク・カードと呼ばれる名刺大の

PDAなどが開発されている．これらの PDAの特徴は
携帯性に優れ，バッテリー駆動時間が長持ちするという

ことから，必要最低限の機能だけを利用する人にとって

最適なものになる．以上より，高機能なものだけではな

く，低機能，高性能かつ携帯性に優れた商品が登場する

と考えられる．

5 携帯電話とTablet PCとの競合

近年では，PDAを始め，携帯電話，PC Tabletといっ
たさまざまな携帯情報端末が登場している．携帯電話は

最近ではただ電話をするだけでなく，デジタルカメラ機

能，GPS機能，赤外線通信機能を搭載したものがある．
PC Tabletは，マウスやキーボードを使わずにペン入力
を採用した PCで，ノート PCと同じように折りたたん

で持ち運びできるタイプと，デスクトップ PCと同じよ
うに使うた 2つのタイプが存在する．

PC Tabletと PDAを比べると，PDAではMicrosoft
PowerPointや Access を使う場合には PC と同じよう
に使用できず，機能が制限されてしまう．しかし，PC
Tabletではそのような制限は一切ない，そのためアプ
リケーションの機能面では PDAは劣るといえる．しか
し PDAが PC Tabletよりも優れている点は，バッテリ
の駆動時間，携帯性，価格がある．携帯電話と PDAを
比べると，携帯性，価格の面では劣っている，しかし，

Wordや Excelといったアプリケーションを利用するこ
とができるため機能面で勝っている．PDAだけの特徴
は PC Tablet，携帯電話ともに搭載されていない無線
LAN，Bluetoothなど無線通信機能が搭載され PDA同
士の通信が可能である．

現在では携帯電話に PDAの機能を搭載させた Smart
Phone といったものが開発されている．しかし，今後
は携帯電話と PDAの技術を統合させた MIT（Mobile
Intelligent Terminal）と呼ばれる新しい製品が開発され
ている．

6 おわりに

PDAの今後を見る通す上で，Bluetoothや無線 LAN
を介して周辺機器との融合が進むと思われ，これからの

PDAは多様な用途に使われることになる．最近のデス
クトップ PCはほとんどがWindows OSを搭載してい
るため Palm，Zaurusなどの OSはWindowsのアプリ
ケーションとの互換性を持ったものを開発する必要がだ

ろう．PDAは成長途上の製品であり，これからは他の技
術とのコンビネーションとの使われ方によって PDAの
シェアは変わってくる．これからは携帯電話，PC Tablet
とシェアを争うことになるため，柔軟な思考とユーザー

の視点をもった開発者が新たな技術を使い，これからの

PDAを開発することが必要となってくる．
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